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市
で
は
勝
浦
市
平
和
展
を
今
年

も
開
催
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
を
巻
き
込
み
人
類
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
第
２

次
世
界
大
戦
は
房
総
の
平
和
な
漁

村
で
あ
っ
た
勝
浦
市
に
も
無
関
係

で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徐
々

に
欠
乏
す
る
物
資
や
次
々
徴
兵
さ

れ
て
ゆ
く
若
者
は
人
々
に
戦
争
が

よ
り
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
終
戦
の

昭
和
20
年
、つ
い
に
ア
メ
リ
カ
軍
機

に
よ
る
空
襲
が
始
ま
り
ま
し
た
。

攻
撃
は
東
京
な
ど
の
大
都
市
の
み

な
ら
ず
地
方
都
市
へ
も
拡
大
、終
戦

ま
で
の
半
年
あ
ま
り
で
勝
浦
市
内

の
民
間
人
や
建
物
、船
舶
に
多
く
の

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

勝
浦
市
で
は
昭
和
62
年
の
非
核

平
和
都
市
宣
言
以
来
、毎
年
夏
に

平
和
啓
発
に
関
す
る
様
々
な
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
悲

惨
な
原
爆
の
被
害
を
伝
え
る
写
真

パ
ネ
ル
や
、B

−

29
が
投
下
し
た

焼
夷
弾
の
破
片
、国
民
服
、防
空
頭

巾
な
ど
戦
争
中
の
様
子
を
伝
え
る

品
々
を
展
示
し
ま
す
。
そ
の
他
、

近
年
そ
の
真
相
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
勝
浦
湾
に
墜
落
し
13
名

の
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
が
戦
死
し
た

大
型
爆
撃
機
B

−

24
（call house 

m
adam

号
）
の
記
録
や
、太
平
洋

平和展
直すあの戦争～

興
津
駅
出
征
の
様
子

空爆される勝浦市街

飛来機 B-24

灯台沖で交戦中

飛来した爆撃機からの写真
（国立国会図書館蔵）
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勝浦市
～今、見つめ

日
本
初
の
国
産
レ
ー
ダ
ー
（
伊
藤 

良
昌
氏
提
供
）

国民帽・水筒・ゲートル アメリカ軍焼夷弾

戦
争
直
前
、御
宿
町
出
身
の
伊
藤

庸
二
氏
の
指
導
に
よ
り
全
国
に
先

駆
け
勝
浦
に
設
置
さ
れ
た
初
の
国

産
レ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
史
料
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

　

勝
浦
市
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
を

振
り
返
れ
ば
、古
く
は
明
治
維
新

の
ハ
ー
マ
ン
号
事
件
に
伴
う
友
好

の
記
憶
、そ
れ
か
ら
70
数
年
を
経

た
太
平
洋
戦
争
で
は
生
死
を
か
け

た
戦
い
の
記
録
を
有
し
て
お
り
、

さ
ら
に
70
年
が
過
ぎ
た
現
在
は
、

ケ
ネ
デ
ィ
ー
駐
日
大
使
時
代
に
ア

メ
リ
カ
よ
り
送
ら
れ
た
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
が
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

す
く
す
く
と
成
長
し
、国
際
武
道

大
学
に
は
多
く
の
国
か
ら
留
学
生

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
70
有
余
年
、あ
ら
た
め
て

私
達
の
街
で
起
こ
っ
た
あ
の
戦
争

を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
現
在
の

国
際
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

 

開
催
期
間

　

７
月
31
日
㈪
～
８
月
20
日
㈰

場
所

　

勝
浦
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　

勝
浦
市
総
務
課
総
務
係

　

☎
73

−

６
６
４
６
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か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　花
火
大
会

一
瞬
の
輝
き

　夏
の
思
い
出

若
潮
ま
つ
り
花
火
大
会

日
時　

８
月
12
日
㈯　

19
時
15
分
～

場
所　

勝
浦
漁
港
周
辺

打
上
数　

約
２
，０
０
０
発

駐
車
場　

市
役
所
お
よ
び
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー

※
台
数
に
限
り
が
あ
り
駐
車
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
街
地

お
よ
び
周
辺
道
路
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
、公
共
交
通

機
関
の
ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屋
台
村　

商
工
会
青
年
部
な
ど
の
出
店

16
時
～

そ
の
他

　

会
場
の
場
所
取
り
を
す
る
場
合
は
、

16
時
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
か
ら
会
場
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
運
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
場
へ

の
往
復
は
徒
歩
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
無
料
臨
時
バ
ス

　

市
内
各
方
面
へ
の
帰
り
の
バ
ス
を

墨
名
市
営
駐
車
場
よ
り
運
行
し
ま
す
。

①
総
野
方
面
（
新
田
～
松
野
～
佐
野

～
市
野
川
）／
20
時
40
分
発
／
山
口

運
送

②
総
野
方
面
（
新
田
～
松
野
坂
上
）／
20

時
50
分
発
／
山
口
運
送

③
上
野
方
面
（
松
野
～
ホ
テ
ル
里
杏
前
）

／
20
時
40
分
発
／
山
口
運
送

④
上
野
方
面
（
興
津
～
西
原
～
向
小
羽

戸
）／
20
時
40
分
発
／
小
湊
バ
ス

⑤
興
津
方
面
（
興
津
～
旧
行
川
小
学
校

前
）／
20
時
40
分
発
／
小
湊
バ
ス

⑥
東
急
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
行
き
（
直
行
便
）

　

／
20
時
40
分
発
／
あ
じ
さ
い
号

⑦
東
急
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
行
き
（
串
浜
～

鵜
原
～
サ
ニ
ー
パ
ー
ク
～
ハ
ー
ヴ
ェ

ス
ト
）／
20
時
40
分
発
／
東
急
バ
ス

⑧
部
原
方
面
行
き
（
消
防
署
前
～
部
原

三
又
）／
20
時
40
分
発
と
50
分
発
の

２
本
／
ホ
テ
ル
三
日
月
バ
ス

※
無
料
臨
時
バ
ス
は
、帰
路
（
復
路
）
の

み
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
往
路
の
運

行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
規
制
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

花
火
大
会
当
日
は
、会
場
周
辺
の
臨

港
道
路
が
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
安
全
確
保
の
た
め
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

　

か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り
実
行
委
員
会

  

（
観
光
商
工
課
内
）　
☎
73
ー
６
６
４
１

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
！

　興
津
湾
灯
籠
流
し

日
時　

８
月
13
日
㈰

　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所　

興
津
湾
（
Ｊ
Ｒ
上
総
興
津
駅
よ

り
徒
歩
２
分
）

灯
籠　

１
箱
１
，０
０
０
円

宝
探
し　

17
時
30
分
～
18
時

問
合
せ　

興
津
守
谷
観
光
案
内
所

　
　
　
　

☎
76
ー
０
８
０
０



車両通行止めとなる時間と場所
①18：30～20：30　勝浦駅入口交差点～港橋
②18：30～21：00　港橋～浜勝浦橋
③19：15～20：15　港橋～小柳橋（墨名川脇の道路）
④19：15～20：15　浜勝浦橋～恵比寿台トンネル～植村記念公園

※勝浦駅入口交差点から港橋区間の交通規制
は、20時30分に解除されますが、港橋から
浜勝浦橋区間が21時まで交通規制中のため、
21時まで勝浦駅入口交差点からは車両の進
入はできませんので、ご注意ください。

交
通
規
制

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
を

ご
来
場
に
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

!!! !! !

花火大会会場および周辺案内図
※　　　の場所は
　大変混雑します。
※　　　の場所は
　大変混雑します。

※係員の指示に従い、立入禁止エリアには入らないようお願いいたします。

※会場の場所取りをされる方は
　１６時以降としてください。

漁港施設

漁港
　施設

漁
港
施
設

臨時バス乗場

※花火大会当日は、会場周辺の臨港道路が駐車禁止となります。
　大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆さまの安全確保のため、ご理解と
　ご協力をお願いいたします。

京葉銀行

K・A・P・P・Y
ビジターセンター

トイレ

旧12
8号
線

仮
設
ト
イ
レ

小柳橋

港　橋

浜勝浦橋

浜勝浦
みなと団地

市役所駐車場から会
場へのシャトルバス
は運行されません。
会場への往復は、
徒歩にてお願いし
ます。
→は市役所から会
場までの経路です。

※

※

ケガやスリ、置き引きなどに十分注意してください。

漁協施設
※立入禁止

※立入禁止

トイレ

仮設トイレ

勝浦駅入口

植
村
記
念
公
園

18：30～20：30

18：30～21：00

19：15～20：15

19：15～20：15

旧大
原高
等学
校

勝浦若
潮キャ

ンパス
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申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

保健だより

　

市
で
は
、
上
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
公
衆
衛
生
の
向
上
を

図
る
た
め
、
飲
料
用
井
戸
水
の
水
質
検
査

料
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
地
域　

上
水
道
管
が
敷
設
さ

れ
て
い
な
い
地
域
（
原
則
と
し
て
左
記

の
と
お
り
）

　

串
浜
・
松
部
・
興
津
・
上
植
野
・
植
野
・

平
田
・
新
戸
・
宿
戸
・
白
木
・
白
井
久

保
・
芳
賀
・
松
野
・
中
倉
・
杉
戸
・
佐
野
・

市
野
郷
・
市
野
川
の
一
部
、
花
里

※
一
部
の
地
域
と
は
、
上
水
道
管
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
行
政
区
に
あ
っ
て
地
形
的

な
制
約
に
よ
り
上
水
道
管
の
敷
設
が
困

難
な
地
域

　
　▽

補
助
対
象
者　

左
記
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

 

・
補
助
対
象
地
域
に
居
住
し
、
か
つ
井
戸
な

ど
に
よ
り
飲
料
水
を
確
保
し
て
い
る
方

 

・
水
道
法（
昭
和
32
年
法
律
第
１
７
７
号
）

に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
検
査

機
関
に
お
い
て
検
査
を
実
施
し
た
方
で

検
査
実
施
か
ら
一
年
以
内
の
も
の

 

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
方

※
登
録
検
査
機
関
の
一
覧
表
は
市
役
所
介

護
健
康
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
も
し
く
は
、
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬

務
課
薬
事
審
査
指
導
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
未
普
及
地
域
水
質
検
査
料

補
助
制
度
に
つ
い
て

か
む
子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子

料
理
コ
ン
ク
ー
ル作品

募
集

　

http://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

　

yakum
u/inryousui/inyouido.htm

l

▽
水
質
検
査
項
目　

厚
生
労
働
省
が
定
め

る
次
の
項
目
の
水
質
検
査
を
実
施
し
た

と
き

　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素
お

よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
亜
硝
酸
態
窒
素

塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
Ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
・
色
度
、
濁
度

▽
水
質
検
査
補
助

【
補
助
額
】

　
　

検
査
機
関
で
受
け
た
水
質
検
査
費
用

の
２
分
の
１
。
た
だ
し
、
４
，６
５
０
円

を
限
度
と
す
る
。

　
　

な
お
、
水
質
検
査
項
目
に
併
せ
「
放
射

能
検
査
」
を
実
施
し
た
場
合
５
，０
０
０

円
を
限
度
と
す
る
。

※
放
射
能
検
査
の
み
の
場
合
は
補
助
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
回
数
】

　

会
計
年
度
に
つ
き
１
世
帯
１
回
。

▽
補
助
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

①
水
質
検
査
結
果
書
の
写
し

　

②
水
質
検
査
料
の
領
収
証
の
写
し

　

③
印
鑑

　

④
補
助
金
の
振
込
指
定
口
座
が
わ
か
る

　
　

も
の

テ
ー
マ　

～
健
康
か
み
か
み
弁
当
～

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
幼
児
期

か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生
活
と
丈
夫
な
歯

で
ゆ
っ
く
り
か
む
こ
と
へ
の
習
慣
づ
く
り

を
勧
め
る
た
め
、「
健
康
か
み
か
み
弁
当
」

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格

　

千
葉
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
さ
れ

て
い
る
方
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
（
11
月

26
日
）
に
参
加
可
能
な
方　
　
　
　
　

▽
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
献
立
（
２
人
分
）

を
記
入
の
上
、
写
真
・
返
信
用
封
筒
（
切

手
貼
り
付
け
宛
先
記
入
）
を
同
封
し
左

記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
２
６
１

−

０
０
０
２ 

千
葉
市
美
浜
区
新

港
32

−

17　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
宛

▽
応
募
期
限

　

９
月
15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

　

※
詳
細
は
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

 http://w
w

w
.chiba-dha.net

▽
問
合
せ

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

☎
０
４
３

−

２
４
１

−

９
９
０
３

HP

※は持ちもの【各種健康相談】

●親子ひろば
対象：０歳～就学前のお子さま
　（一部には個別通知あり）
☞８月９日㈬　
　受付：１３：３０～１５：００
　芸術文化交流センター大会議室
※母子健康手帳
　アンケート（一部の方のみ）

●子育て相談ぐんぐん
　（言語の相談）
対象：就学前のお子さま
☞８月２３日㈬　
　受付：１０：００～１４：３０
　こども館　＊要予約
※母子健康手帳

HP

●お誕生教室（対象者に個別通知）
対象：Ｈ２８年７月～８月生まれの方
☞８月９日㈬
　受付：９：３０～１０：３０
　芸術文化交流センター大会議室
※母子健康手帳・アンケート
　使用中の歯ブラシ
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加

入
者
の
み
な
さ
ま
（
被
保
険
者
）
が

病
気
や
け
が
を
さ
れ
た
と
き
に
、
安

心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
相
互
に
支

え
合
う
制
度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
国
保
税
の
賦
課

方
式
を
現
在
の
４
方
式
（
所
得
割
・

資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）
か
ら

３
方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）

に
変
更
し
、
資
産
割
廃
止
に
よ
る
減

収
分
を
均
等
割
に
振
り
替
え
賦
課
総

額
を
改
正
前
の
範
囲
内
に
留
め
た
こ

と
、
お
よ
び
所
得
が
少
な
い
世
帯
に

対
す
る
軽
減
措
置
の
拡
充
が
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

資
産
割
廃
止
の
主
な
理
由

・
利
益
を
生
ま
な
い
居
住
用
な
ど
の

資
産
に
も
課
税
さ
れ
て
い
る

･

資
産
割
は
固
定
資
産
税
と
重
複
課

税
と
の
捉
え
方
が
強
い

・
所
得
が
無
い
方
に
も
資
産
割
は
課

税
さ
れ
る
た
め
、
低
所
得
者
層
の

負
担
と
な
っ
て
い
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
資
産

割
課
税
を
採
用
し
て
い
な
い

※
資
産
割
廃
止
分
を
均
等
割
に
配
分

し
、
税
率
を
見
直
し
て
い
る
た
め
、

所
得
や
加
入
者
数
に
変
更
が
な
く

て
も
税
額
が
増
減
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
世
帯
に
対
す
る

軽
減
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

国
保
税
で
は
、
前
年
の
所
得
金

額
が
一
定
の
基
準
以
下
の
世
帯
に

対
し
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り

に
か
か
る
均
等
割
と
１
世
帯
当
た

り
に
か
か
る
平
等
割
に
つ
い
て
減

額
す
る
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
こ
の
措
置
に
つ
い
て
、

５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
を
拡
充
す

る
こ
と
で
低
所
得
者
層
の
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。
改
正
後
の
「
軽
減

対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
」
は
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～資産割を廃止し
３方式へ変更～

問合せ
＜給付について＞市民課国保年金係　☎７３－６６１１
＜課税について＞税務課課税係　　　☎７３－６６２３
＜納付について＞税務課徴収班　　　☎７３－６６２２

国民健康保険税率の見直し

区　　分 改正前（平成28年度）
所得割（所得に対して） 7.4 ％
資産割 10.0 ％
均等割（加入者１人当たり） 23,400 円
平等割（１世帯当たり） 21,600 円
課税限度額 540,000 円
所得割（所得に対して） 2.0 ％
資産割 1.5 ％
均等割（加入者１人当たり） 6,000 円
平等割（１世帯当たり） 6,600 円
課税限度額 190,000 円
所得割（所得に対して） 2.4 ％
資産割 1.5 ％
均等割（加入者１人当たり） 8,400 円
平等割（１世帯当たり） 7,200 円
課税限度額 160,000 円

軽減割合 軽減対象となる所得の基準

７割
（改正なし） 世帯の所得が３３万円 以下の世帯

５割
世帯の所得が３３万円＋２７万円

×
（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

以下の世帯

２割
世帯の所得が３３万円＋４９万円

×
（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

以下の世帯

改正後（平成29年度） 改正の内容
7.4 ％ 変更なし

0 ％ 廃止
26,300 円 +2,900 円
21,600 円 変更なし

540,000 円 変更なし
2.0 ％ 変更なし

0 ％ 廃止
6,400 円 +400 円
6,600 円 変更なし

190,000 円 変更なし
2.4 ％ 変更なし

0 ％ 廃止
8,800 円 +400 円
7,200 円 変更なし

160,000 円 変更なし

医
療
給
付
費
分

支
援
金
分

後
期
高
齢
者

介
護
納
付
金
分
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「
今
度
は
カ
フ
ェ
に
お
邪
魔
し
ま
す
ね
〜
」

な
ど
の
声
を
直
に
聞
く
と
、〝
も
う
一
つ
の

場
〞
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

　「
場
が
あ
っ
て
こ
そ
人
の
つ
な
が
り
が
で

き
て
く
る
。
そ
し
て
文
化
が
で
き
る
と
思
う

ん
で
す
。
こ
こ
は
そ
う
い
う
実
験
の
場
。
で

も
カ
フ
ェ
で
す
か
ら
自
由
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
。
人
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
い
い
し
、

一
人
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
い
い
。
そ
ん
な

思
い
も
込
め
て
〝
と
き
々
堂
〞
と
い
う
名
前

な
ん
で
す
」
と
語
る
聡
さ
ん
。
続
け
て
、「
み

な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
こ
こ
を
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
弘
史
さ
ん
。
ご
夫
妻

に
と
っ
て
は
思
わ
ぬ
第
二
の
人
生
の
始
ま
り

だ
が
、
そ
の
笑
顔
は
き
っ
と
地
域
の
人
た
ち

の
笑
顔
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

い
う
場
、
働
く
場
以
外
の
場
、〝
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
（
三
つ
め
の
場
）〞
を
作

る
こ
と
」と
い
う
の
が
大
き
か
っ
た
。

　
革
を
使
っ
た
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
と
聞
き
、
後

日
、
改
め
て
と
き
々
堂
を
訪
ね
た
。
カ
フ
ェ

は
す
で
に
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
先

生
は
聡
さ
ん
の
友
人
で
造
形
教
室
を
主
宰

す
る
角
松
健
次
郎
さ
ん
だ
。

　
革
を
カ
ッ
ト
し
、
好
き
な
色
を
塗
っ
て
、

小
槌
で
ボ
タ
ン
を
留
め
て
と
、
作
業
を
こ

な
し
て
い
く
度
に
、「
大
工
さ
ん
み
た
い
！
」

「
い
い
ね
ー
。
職
人
に
な

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
、
楽
し
そ
う
な

歓
声
が
挙
が
っ
て

い
く
。
い
や
、
歓

声
を
挙
げ
た
の
は
子
ど

も
だ
け
で
は
な
く
親
た
ち
も
。「
勝
浦
に
は

な
か
な
か
な
い
場
所
で
よ
か
っ
た
で
す
！
」

〝Tokidokido

〞
と
描
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
果
た
し
て

こ
れ
は
一
体
何
を
示
す
も
の
な
の
か
…
。
看

板
が
示
す
方
へ
、
恐
る
恐
る
車
を
走
ら
せ
る

と
、
小
道
は
砂
利
道
と
な
り
、
さ
ら
に
森
の

中
へ
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
迷
い
込
ん

で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
…
と
不
安
に
襲
わ

れ
始
め
た
頃
、
木
々
の
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う

に
建
物
が
見
え
て
き
た
。
ほ
う
き
で
玄
関
周

り
を
掃
除
す
る
女
性
は
森
に
住
ま
う
魔
女
…

で
は
な
く
、
カ
フ
ェ
〝
と
き
々
堂
〞
を
切
り

盛
り
し
て
い
る
片
岡
享
子
さ
ん
だ
っ
た
。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
に
こ
や
か
に
出
迎
え

て
く
れ
た
享
子
さ
ん
の
笑
顔
に
、
ほ
っ
と
肩

の
力
が
抜
け
た
。

　
と
き
々
堂
は
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
に
オ
ー
プ
ン
。
享
子
さ
ん
と
旦
那
の
弘

史
さ
ん
を
中
心
に
、
土
日
は
東
京
に
住
む
息

子
の
聡
さ
ん
夫
妻
も
加
わ
り
、
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
元
々
小
料
理
店

だ
っ
た
店
舗
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
に
は
、
森

の
鳥
た
ち
の
歌
声
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ア
ロ
マ

が
溶
け
合
う
、静
謐
な
空
間
が
広
が
る
。ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
に
身
を
委
ね
る
贅
沢
が
、

こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
片
岡
さ
ん
ご
夫
妻
は
い
ず
れ
も
東
京
出

身
。
２
０
１
５
年
に
、
前
居
住
地
の
埼
玉
県

飯
能
市
か
ら
勝
浦
へ
と
移
住
し
て
来
た
。「
東

京
で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
〝
田
舎
〞
と
い
う
も
の

が
自
分
た
ち
に
は
な
か
っ

た
ん
で
す
。
海
へ
の
憧
れ

は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
、
移
住
へ
の
き
っ
か
け

を
語
る
弘
史
さ
ん
。「
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

海
が
そ
ば
に
あ
っ
て
背
後
に
は
山
を
抱
え
て

い
て
。
自
然
の
近
さ
が
い
い
で
す
ね
」。
そ

ん
な
ご
夫
妻
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
興
津

海
岸
。
海
を
眺
め
な
が
ら
趣
味
の
絵
を
描
い

た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
る
…
予
定

だ
っ
た
。「
突
然
息
子
が
勝
浦
で
カ
フ
ェ
を

や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

私
た
ち
が
店
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、

そ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
弘
史

さ
ん
は
苦
笑
い
。聡
さ
ん
は
そ
の
狙
い
を「
両

親
を
地
域
に
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
て
い
こ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
。
暮
ら
し
の
い
い
刺
激
に

な
り
ま
す
か
ら
」と
説
明
し
な
が
ら
ニ
ヤ
リ
。

も
ち
ろ
ん
開
業
の
目
的
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
の
「
自
宅
と

katsuurashii-person   48

　
松
野
交
差
点
か
ら
鴨
川
市
小
湊
へ
と
、
勝

浦
の
里
山
エ
リ
ア
を
貫
く
県
道
82
号
線
。
こ

こ
何
ヶ
月
か
の
間
、
貝
掛
地
区
の
辺
り
を
車

で
走
っ
て
い
て
「
お
や
？
」
と
首
を
か
し

げ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
、
い
つ
の
間
に
か
路
傍
に

緑
の
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
側

【弘史さん】1941年3月2日生。東京都出身。製薬、園芸、
人材派遣、不動産と多方面の会社に携わった後、2015
年に享子さんとともに勝浦へ移住。息子の聡さんが「とき々
堂」をオープンしてからはコーヒーを淹れる日々が続く
【享子さん】1945年 7月 8日生。東京都出身。薬局に勤
めていた経験から接客はお手の物。その笑顔にカフェ空間
が一気に和やかに

6 月下旬に行われたコインケース作りのワークショッ
プは子どもたちで大賑わい！これまでには絵画の展示
なども行われた。今後の企画も楽しみだ

享き
ょ
う
こ子
さ
ん

片
岡
弘
史
さ
ん

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

コーヒーはキュステ（勝浦市芸術文化交流センター）
でドリップ教室を行っている「焙煎香房・抱（HUG）」
のコーヒー豆を使用。弘史さんも教室の受講者だった

勝
浦
へ
移
住
し
て
、

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
は
ず
が
…

自
由
な
場
か
ら
文
化
を
育
む

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

森の中にあるとき々堂。聡さんを中心
に、友人たちと珪藻土を塗ったりと、
少しずつ改装して作り上げたカフェだ

右）準備中の弘史さん　左）聡さんは土日を中心に店に
立つ。子どもたちと過ごす勝浦時間も楽しみなのだとか

シーズン

森
カ
フ
ェ
誕
生
！

自
由
に
集
い
過
ご
せ
る
場



「
今
度
は
カ
フ
ェ
に
お
邪
魔
し
ま
す
ね
〜
」

な
ど
の
声
を
直
に
聞
く
と
、〝
も
う
一
つ
の

場
〞
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

　「
場
が
あ
っ
て
こ
そ
人
の
つ
な
が
り
が
で

き
て
く
る
。
そ
し
て
文
化
が
で
き
る
と
思
う

ん
で
す
。
こ
こ
は
そ
う
い
う
実
験
の
場
。
で

も
カ
フ
ェ
で
す
か
ら
自
由
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
。
人
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
い
い
し
、

一
人
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
い
い
。
そ
ん
な

思
い
も
込
め
て
〝
と
き
々
堂
〞
と
い
う
名
前

な
ん
で
す
」
と
語
る
聡
さ
ん
。
続
け
て
、「
み

な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
こ
こ
を
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
弘
史
さ
ん
。
ご
夫
妻

に
と
っ
て
は
思
わ
ぬ
第
二
の
人
生
の
始
ま
り

だ
が
、
そ
の
笑
顔
は
き
っ
と
地
域
の
人
た
ち

の
笑
顔
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

い
う
場
、
働
く
場
以
外
の
場
、〝
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
（
三
つ
め
の
場
）〞
を
作

る
こ
と
」と
い
う
の
が
大
き
か
っ
た
。

　
革
を
使
っ
た
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
と
聞
き
、
後

日
、
改
め
て
と
き
々
堂
を
訪
ね
た
。
カ
フ
ェ

は
す
で
に
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
先

生
は
聡
さ
ん
の
友
人
で
造
形
教
室
を
主
宰

す
る
角
松
健
次
郎
さ
ん
だ
。

　
革
を
カ
ッ
ト
し
、
好
き
な
色
を
塗
っ
て
、

小
槌
で
ボ
タ
ン
を
留
め
て
と
、
作
業
を
こ

な
し
て
い
く
度
に
、「
大
工
さ
ん
み
た
い
！
」

「
い
い
ね
ー
。
職
人
に
な

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
、
楽
し
そ
う
な

歓
声
が
挙
が
っ
て

い
く
。
い
や
、
歓

声
を
挙
げ
た
の
は
子
ど

も
だ
け
で
は
な
く
親
た
ち
も
。「
勝
浦
に
は

な
か
な
か
な
い
場
所
で
よ
か
っ
た
で
す
！
」

〝Tokidokido

〞
と
描
か
れ
た
看
板
が
掲
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
果
た
し
て

こ
れ
は
一
体
何
を
示
す
も
の
な
の
か
…
。
看

板
が
示
す
方
へ
、
恐
る
恐
る
車
を
走
ら
せ
る

と
、
小
道
は
砂
利
道
と
な
り
、
さ
ら
に
森
の

中
へ
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
迷
い
込
ん

で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
…
と
不
安
に
襲
わ

れ
始
め
た
頃
、
木
々
の
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う

に
建
物
が
見
え
て
き
た
。
ほ
う
き
で
玄
関
周

り
を
掃
除
す
る
女
性
は
森
に
住
ま
う
魔
女
…

で
は
な
く
、
カ
フ
ェ
〝
と
き
々
堂
〞
を
切
り

盛
り
し
て
い
る
片
岡
享
子
さ
ん
だ
っ
た
。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
に
こ
や
か
に
出
迎
え

て
く
れ
た
享
子
さ
ん
の
笑
顔
に
、
ほ
っ
と
肩

の
力
が
抜
け
た
。

　
と
き
々
堂
は
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
に
オ
ー
プ
ン
。
享
子
さ
ん
と
旦
那
の
弘

史
さ
ん
を
中
心
に
、
土
日
は
東
京
に
住
む
息

子
の
聡
さ
ん
夫
妻
も
加
わ
り
、
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
元
々
小
料
理
店

だ
っ
た
店
舗
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
に
は
、
森

の
鳥
た
ち
の
歌
声
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ア
ロ
マ

が
溶
け
合
う
、静
謐
な
空
間
が
広
が
る
。ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
に
身
を
委
ね
る
贅
沢
が
、

こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
片
岡
さ
ん
ご
夫
妻
は
い
ず
れ
も
東
京
出

身
。
２
０
１
５
年
に
、
前
居
住
地
の
埼
玉
県

飯
能
市
か
ら
勝
浦
へ
と
移
住
し
て
来
た
。「
東

京
で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
〝
田
舎
〞
と
い
う
も
の

が
自
分
た
ち
に
は
な
か
っ

た
ん
で
す
。
海
へ
の
憧
れ

は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
、
移
住
へ
の
き
っ
か
け

を
語
る
弘
史
さ
ん
。「
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

海
が
そ
ば
に
あ
っ
て
背
後
に
は
山
を
抱
え
て

い
て
。
自
然
の
近
さ
が
い
い
で
す
ね
」。
そ

ん
な
ご
夫
妻
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
興
津

海
岸
。
海
を
眺
め
な
が
ら
趣
味
の
絵
を
描
い

た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
る
…
予
定

だ
っ
た
。「
突
然
息
子
が
勝
浦
で
カ
フ
ェ
を

や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

私
た
ち
が
店
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、

そ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
弘
史

さ
ん
は
苦
笑
い
。聡
さ
ん
は
そ
の
狙
い
を「
両

親
を
地
域
に
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
て
い
こ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
。
暮
ら
し
の
い
い
刺
激
に

な
り
ま
す
か
ら
」と
説
明
し
な
が
ら
ニ
ヤ
リ
。

も
ち
ろ
ん
開
業
の
目
的
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
の
「
自
宅
と
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松
野
交
差
点
か
ら
鴨
川
市
小
湊
へ
と
、
勝

浦
の
里
山
エ
リ
ア
を
貫
く
県
道
82
号
線
。
こ

こ
何
ヶ
月
か
の
間
、
貝
掛
地
区
の
辺
り
を
車

で
走
っ
て
い
て
「
お
や
？
」
と
首
を
か
し

げ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
、
い
つ
の
間
に
か
路
傍
に

緑
の
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
側

【弘史さん】1941年3月2日生。東京都出身。製薬、園芸、
人材派遣、不動産と多方面の会社に携わった後、2015
年に享子さんとともに勝浦へ移住。息子の聡さんが「とき々
堂」をオープンしてからはコーヒーを淹れる日々が続く
【享子さん】1945年 7月 8日生。東京都出身。薬局に勤
めていた経験から接客はお手の物。その笑顔にカフェ空間
が一気に和やかに

6 月下旬に行われたコインケース作りのワークショッ
プは子どもたちで大賑わい！これまでには絵画の展示
なども行われた。今後の企画も楽しみだ

享き
ょ
う
こ子
さ
ん

片
岡
弘
史
さ
ん

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

コーヒーはキュステ（勝浦市芸術文化交流センター）
でドリップ教室を行っている「焙煎香房・抱（HUG）」
のコーヒー豆を使用。弘史さんも教室の受講者だった

勝
浦
へ
移
住
し
て
、

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
は
ず
が
…

自
由
な
場
か
ら
文
化
を
育
む

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

森の中にあるとき々堂。聡さんを中心
に、友人たちと珪藻土を塗ったりと、
少しずつ改装して作り上げたカフェだ

右）準備中の弘史さん　左）聡さんは土日を中心に店に
立つ。子どもたちと過ごす勝浦時間も楽しみなのだとか

シーズン

森
カ
フ
ェ
誕
生
！

自
由
に
集
い
過
ご
せ
る
場



Katsuura 
Topics

　毎年６月４日から１０日は、「歯と口の健康週間」です。そ
の一環として、「よい歯のコンクール地区審査会」が６月８日
いすみ市大原文化センターで開催されました。夷隅郡市内の
各小中学校から生徒・児童５３人と親子４組、高齢者４人が
参加し、審査の結果、勝浦市からは下記の方が入賞しました。
　丈夫な歯は、健康な身体を維持するために大切な役割を
担っています。日ごろからのきめ細かな手入れがよい歯の持
続につながります。
入賞者　「健歯児童女子の部」
　第１位　田邊　妃

ひいろ

彩さん（勝浦小学校）
　第２位　水野　美

み く

空さん（上野小学校）
「親子の部」　
　第２位　川嶋　凪

なぎ

さん・智恵さん親子
「高齢者の部」
　第２位　鈴木　幸一さん

　６月２３日、市内の小中学生が奏でるハー
モニーが、会場となった芸術文化交流セン
ターのホールを優しく包んでいました。
　今年も開催された「勝浦市小中学校児童生
徒音楽発表会」に、市内の小中学校から総勢
２５２人の児童・生徒が参加し、日頃の練習
の成果を発揮しました。オペレッタ、器楽合
奏、金管合奏、吹奏楽といったいろいろな形で
表現される音楽に、会場全体からは温かい拍
手と歓声が沸き上がっていました。

　６月２２日、こども館の「おひさまクラブ」で「七夕飾り作り」が行われ
ました。子どもたちは折り紙、シール、のり、マジックペンなどを手にと
ると、飾り作りや短冊のデコレーションに没頭。お父さんやお母さんが
子どもたちの真剣な表情を温かい目で見守る姿は、とてもほほ笑ましい
光景でした。短冊に書いたみんなの願い事が叶いますように！
　こども館の「おひさまクラブ」は乳幼児向けの教室で、毎月３回子
どもたちが楽しめるイベントを行っています。興味のある方はこど
も館（☎７３－０００１）までお問い合わせください。

夷隅郡市地区大会で入賞

平成２９年度
よい歯のコンクール 響き渡るハーモニー

勝浦市小中学校
児童生徒音楽発表会

願い事はなにかな？

こども館「七夕飾り作り」

音だけでなく動きでも楽しませる

かわいい飾りが続々と完成短冊をデコレーションみんなの願い事が叶いますように♪

複数の医師による厳選
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Katsuura Topics

　ドイツで開催される（７月１９日から）「２０１７世界
選手権」に向け、フェンシング日本代表（女子フルーレ）
が６月２５日から７月１日の間、勝浦市内（旧興津中学校
体育館、国際武道大学など）で合宿を行いました。
　前回のオリンピックに出場した西岡詩穂主将に、世界
選手権への抱負を聞くと「個人としては、ベスト１６に
入ったリオオリンピックの成績を上回ることが目標で
す。チームとしては、新チームで挑んだアジア選手権での
成績（団体戦２位）も良く、いい感触だったので、勢いを
そのままつなげていきたいです」と語ってくれました。
　勝浦の印象を尋ねると「男子フルーレが以前合宿をし
た際、いい所だと聞いていましたが、そのとおりでした。
リラックスするには最高の環境です。海がきれいで、魚も
とてもおいしかったです」とにこやかに話してくれまし
た。
　２０２０年の東京オリンピックでは、千葉県（幕張メッ
セ）で開催されるフェンシング。今回の世界選手権が、そ
の弾みとなり、さらなる活躍となりますように。がんば
れ！ニッポン！

　勝浦幼稚園内に響き渡る怒号。その声を発する不
審者にさすまたを使い必死に押さえる職員。ただな
らぬこの光景は、６月２３日に行われた不審者対応
避難訓練の一幕です。不審者の侵入に対し、園児の安
全を守るために冷静かつ迅速に避難させることを目
的に、勝浦警察署員の指導のもと、緊急時の対応の確
認が行われました。園児たちは幼稚園・放課後ルー
ムの職員の指示に従い、速やかに避難をしていまし
た。

　関野敬子さん（墨名在住）が日本赤十字社より表
彰を受けました。関野さんは千葉県赤十字奉仕団の
副委員長に就いて３年、勝浦市赤十字奉仕団の委員
長に就いて１７年目を迎え、赤十字社への長年の貢
献が認められ、社業功労者社長特別表彰を受賞され
ました。
　６月２７日、日本赤十字社千葉県支部勝浦市地区
長である猿田市長に受賞の報告に訪れ、防災減災に
おいて地区と奉仕団が、より一層協力できるよう意
見を交わしました。

勝浦で最終調整！世界の舞台へ！

フェンシング日本代表合宿

緊急時の対応を確認

不審者対応避難訓練
日本赤十字社創設140周年記念大会にて表彰

勝浦市地区長に報告

鋭い突きが放たれる

実戦さながらの攻防

”さすまた”を使い不審者を追い込む表彰を受けた関野さん（左）

11 KATSUURA 2017.7.21



Katsuura Topics

　汗ばむ陽気が夏の到来を感じさせた７月１日、勝浦小
学校を会場に「第５２回青少年のつどい大会」が開催さ
れました。（グラウンドでソフトボール、体育館でミニ
バスケットボール）
　子どもたちがスポーツを通じて仲間たちとの親睦・
友情を深めることや、健康な体づくりのサポートを目的
に行われているこの大会。ソフトボール、ミニバスケッ
トボール共に朝早くから熱戦が繰り広げられました。
　ミニバスケットボールでは縦横無尽に走りまわる子
どもたちがスピーディーな試合を展開。ソフトボール
では真剣勝負のあと、ティーバッティングを応用した
「リアル野球盤」対決など子どもたちが喜ぶ内容でし
た。大会結果は以下のとおりです。
▽大会結果
　ソフトボール　優勝　勝浦ドリームズ
　ミニバスケットボール　優勝　勝浦エンジェルズ
▽最優秀選手賞
　ソフトボール　末吉陽輝さん
　ミニバスケットボール　白坂心菜さん

繰り広げられた熱戦

第５２回
青少年のつどい大会

　藤井和子さん（植野在住）が、全国食生活改
善推進員協議会の名誉会員として表彰されま
した。この表彰は平成１６年度から始まり、
９０歳以上の会員を対象に、永く食生活の改善
に寄与された方に贈られるものです。勝浦市で
は初の名誉会員誕生となり、千葉県内でも今年
度表彰された方を含めて３人のみという、とて
も貴重な表彰となります。

　６月２８日、勝浦市役所の花壇で、勝浦小学校の子ども
たちが更生保護女性会勝浦分会（関川典子会長）の方々に
教わりながら、コスモスの種をまきました。このイベント
は地域の子どもたちの非行防止や環境美化活動の一環と
して同会が行っている事業です。
　小学生のひとりに話を聞くと「キレイな花が咲いたら
いいなぁ。と思ってまきました」と笑顔で語ってくれまし
た。今回種をまいたキバナコスモスは、順調に育てば９月
頃の開花が見込まれるとのこと。子どもたちの成長と同じ
ようにすくすく育ってほしいと思います。

勝浦市では初の表彰者

藤井和子さんに
名誉会員表彰

子どもも花もすくすくと

更生保護女性会
コスモスの種まき

名誉会員となった藤井さん

打つか？抑えるか？（左）リアル野球盤対決（右）　

ひとつずつ丁寧に種を植える

コートを縦横無尽に駆けまわる
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Katsuura Topics

　すでに真夏のような日差しの７月２日、元玉川スト
アーを会場に勝浦中央商店会による「おもてなしの
日」が行われていました。
　このイベントは、購買経路の多様化や人口減少によ
る商店街利用客の減少に歯止めをかけるべく、日頃な
かなか商店街を利用しない人にいろいろな店舗や商
品などなど魅力溢れる商店街を知ってもらおうとい
う趣旨のもとに行われ、商店街の店舗に隠れている５
つのキーワードを探してくると、特選牛肉や高級マス
クメロンをはじめとした豪華景品が空クジなしで当
たるという、遊びながら楽しめるウォーキングラリー
でした。他にも会場前では、焼きそばや焼き鳥などが
そのおいしそうな匂いでお客さんを呼び寄せ、終始に
ぎわいを見せていました。
　気になる次回の開催は、秋の終わり頃を予定してい
るそうです。

商店街ウォーキングラリー

勝浦中央商店会
おもてなしの日

国産ロースハムGET！

受付して台紙をもらおう

ラリーを終えて続々と

キーワード合ってるかな？

高級マスクメロンGET！

達人の極味ソース焼きそば
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MY STAGE

市
短
歌
会

壱
岐
対
馬
視
界
の
内
に
あ
ら
ざ
れ
ど

　玄
界
灘
は
梅
雨
に
煙
れ
る

小
林

　秀
子

海
遊
び
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
抜
け
し
浜

　若
布
の
味
噌
汁
大
鍋
で
沸
く

那
須

　真
治

み
ど
り
児
の
世
話
す
る
時
も
つ
か
の
間
に

　乳
の
香
り
と
笑
顔
愛
ら
し

大
槻

　晏
子

入
梅
期
幼
き
頃
は
一
心
に

　て
る
て
る
坊
主
に
願
い
を
込
め
し藤

江
あ
け
み

季と
き

く
れ
ば
今
年
も
山
木
に
ベ
ー
ル
か
け

　藤
の
む
ら
さ
き
香
り
を
散
ら
す

遠
藤

　久
子

若
き
娘こ

の
声
弾
み
い
る
蛍
狩
り

　友
の
家
族
と
共
に
楽
し
む

岩
崎

　千
恵

夏
ぼ
う
し
薔
薇
の
一
輪
添
え
て
あ
り

　母
の
日
選
り
し
初
の
装
い

黒
沼

　令
子

に
ら
め
っ
こ
す
る
よ
に
頬
を
膨
ら
ま
せ

　弾
け
て
息
吐
く
ア
マ
リ
リ
ス
咲
く渡

辺

　洋
子

遠
く
よ
り
吹
く
風
の
音
き
こ
え
く
る

　「
ム
ン
ク
の
叫
び
」
か
穏
や
か
な
ら
ず

松
村

　憲
子

早
苗
田
の
水
面
に
写
る
逆
さ
影

　白
雲
わ
か
葉
の
朝
の
き
ら
め
き

小
沢
き
み
枝

生
き
ゆ
く
も
生
か
さ
れ
ゆ
く
も
残
り
火
の

　終
焉
の
日
は
天
だ
け
が
知
る

柴
代

　信
子

巣
造
り
の
準
備
か
燕
が
商
店
の

　監
視
カ
メ
ラ
の
奥
し
き
り
出
入
り
す

吉
野
佳
世
子

緑
濃
き
山
里
に
白
き
卯
の
花
は

　梅
雨
入
近
き
そ
よ
風
に
ゆ
れ
る

佐
藤

　歌
子

戦い

く

さ争
を
ば
知
る
友
多
し
初
夏
の
日
に

　老
い
て
も
元
気
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

細
野
千
枝
子

エ
ゴ
の
花
散
り
つ
み
白
き
上
を
ゆ
く

　逝
き
て
久
し
き
父
母
の
墓

里
見

　絹
枝

畑
の
草
引
き
い
る
吾
が
背
に
ひ
も
す
が
ら

　声
整
わ
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く

鈴
木

　芳
子

南は

え風
吹
け
ば
朝
の
日
差
し
の
柔
ら
か
く

　木
洩
れ
日
踊
る
夏
の
畳
に

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

國
お
も
い
民
を
省
み
打
ち
し
文

　「
大
田
實
」
の
武
士
の
情
け
か

福
山

　富
二

広
報
の
活
字
と
な
り
し
作
品
を

　読
み
し
喜
び
明
日
へ
繋
げ
む

里
見
ふ
み
子

色
と
り
ど
り
の
新
緑
に
山
盛
り
上
り

　そ
の
あ
い
ま
に
白
藤
の
花

江
澤

　淑
子

市
俳
句
会
　

海
境
や
浜
昼
顔
の
沖
向
き
て

北
条

　杜
岡

立
葵
雲
よ
り
高
く
咲
き
に
け
り

池
田
す
み
子

葉
桜
の
か
た
へ
に
句
碑
や
海
望
み

石
井
れ
い
子

青
空
に
盛
り
て
輝
く
椎
若
葉

関
野

　汀
華

水
の
玉
溜
め
て
か
が
や
く
夏
野
か
な高

梨

　信
子

小
窓
よ
り
手
の
届
き
さ
う
春
の
月

藤
井

　和
子

糶
す
ん
で
残
る
マ
ン
ボ
ウ
夏
近
し

田
邊

　観
潮

俳
句
（
一
般
）

食
卓
の
枇
杷
よ
く
匂
ふ
雨
も
よ
ひ

江
澤

　茂
子

真
つ
青
な
空
切
つ
て
来
る
ほ
と
と
ぎ
す

久
我
マ
ツ
子

雨
あ
が
り
梅
雨
の
晴
れ
間
に
虹
の
か
け
橋

福
山

　富
二

芍
薬
や
ひ
と
夜
で
く
ず
れ
あ
な
悲
し篠

原

　一
代

軒
先
の
猫
な
が
め
た
る
若
葉
雨

里
見
ふ
み
子

紫
陽
花
や
寺
の
坂
道
七
変
化

野
村

　育
男

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
18
日
発
行
号
に
掲
載
す
る
作
品
は
、
７
月
28
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

男子の部
優　勝　パレード

女子の部
優　勝　ドリブラーズ

春季勝浦市民バレーボール大会平成２９年度 春季市民ゲートボール大会

優　勝　出水若水会
準優勝　串浜チーム
第３位　赤羽根チーム
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広
報
の
活
字
と
な
り
し
作
品
を

　読
み
し
喜
び
明
日
へ
繋
げ
む

里
見
ふ
み
子

色
と
り
ど
り
の
新
緑
に
山
盛
り
上
り

　そ
の
あ
い
ま
に
白
藤
の
花

江
澤

　淑
子

市
俳
句
会
　

海
境
や
浜
昼
顔
の
沖
向
き
て

北
条

　杜
岡

立
葵
雲
よ
り
高
く
咲
き
に
け
り

池
田
す
み
子

葉
桜
の
か
た
へ
に
句
碑
や
海
望
み

石
井
れ
い
子

青
空
に
盛
り
て
輝
く
椎
若
葉

関
野

　汀
華

水
の
玉
溜
め
て
か
が
や
く
夏
野
か
な高

梨

　信
子

小
窓
よ
り
手
の
届
き
さ
う
春
の
月

藤
井

　和
子

糶
す
ん
で
残
る
マ
ン
ボ
ウ
夏
近
し

田
邊

　観
潮

俳
句
（
一
般
）

食
卓
の
枇
杷
よ
く
匂
ふ
雨
も
よ
ひ

江
澤

　茂
子

真
つ
青
な
空
切
つ
て
来
る
ほ
と
と
ぎ
す

久
我
マ
ツ
子

雨
あ
が
り
梅
雨
の
晴
れ
間
に
虹
の
か
け
橋

福
山

　富
二

芍
薬
や
ひ
と
夜
で
く
ず
れ
あ
な
悲
し篠

原

　一
代

軒
先
の
猫
な
が
め
た
る
若
葉
雨

里
見
ふ
み
子

紫
陽
花
や
寺
の
坂
道
七
変
化

野
村

　育
男

●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　１日（火）
１３時～１５時（受付時間）

市役所 企画課　　　　  （７３－６６５７）

２２日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

●市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

１０日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２５日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・木曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談　

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

相談日

８月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

　

市
で
は
勝
浦
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
市
営
住
宅
の
場
所

　

勝
浦
市
沢
倉　

旭
ヶ
丘
第
２
団
地

　

１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

③
そ
の
方
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
施

行
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い

こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と

⑤
申
込
人
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

申
込
方
法

　

「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
次

の
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る
こ

と
。

①
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
の
所
得
証
明
書

②
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

※
「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
は
市

役
所
都
市
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
２
７

農
地
を
荒
れ
た

ま
ま
に
し
て
お

く
と

　

農
地
は
、
地

域
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
で
あ

り
、
大
切
な
財

産
で
す
。
し
か

し
、
近
年
、
草
木
が
生
い
茂
っ
た
農

地
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

耕

作
さ
れ
な
く
な
っ
た
農
地
は
、
日
の

当
た
り
や
風
通
し
を
妨
げ
、
有
害
獣

の
住
み
家
や
病
害
虫
の
発
生
源
に
な

る
な
ど
、
周
囲
の
農
地
や
住
宅
の
方

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
い
茂
っ
た
草
木
に

よ
っ
て
見
通
し
が
悪
く
な
る
た
め
、

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄
物
な
ど

の
不
法
投
棄
を
招
き
兼
ね
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
、
い
ざ
耕
作
し
よ
う
、

貸
し
付
け
し
よ
う
と
し
て
も
、
耕
作

可
能
な
状
態
ま
で
戻
す
の
に
は
多
大

な
費
用
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

草
刈
な
ど
の
保
全
管
理
を

　

季
節
が
ら
雑
草
が
繁
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
調
整
な
ど
で

作
付
を
し
な
い
場
合
も
保
全
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
農
地
と
い
う
大
切

な
財
産
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
３
７

講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　

９
月
３
日
㈰　

９
時
～
12
時

受
付　

８
時
30
分
～
８
時
55
分

場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

　

務
組
合
消
防
本
部
２
階
会
議
室

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
、
大
出
血
時
の
止
血
法

対
象　

中
学
生
以
上
の
方
30
名

費
用　

無
料

申
込
方
法　

実
施
日
の
３
日
前
ま
で

に
最
寄
り
の
消
防
署
（
分
署
）
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

▽
勝
浦
消
防
署

　

☎
80

−

０
１
３
４

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
３

日
時　

９
月
18
日
㈷

　
　
　

12
時
30
分
開
場

　
　
　

13
時
30
分
開
演

場
所　

岬
ふ
れ
あ
い
会
館

チ
ケ
ッ
ト
代

　
Ａ
指
定
席
５
，５
０
０
円
（
完
売
）

　
Ｂ
指
定
席
４
，５
０
０
円

　
Ｃ
自
由
席
４
，０
０
０
円

出
演
者

　

大
月
み
や
こ　

香
川
み
ど
り

問
合
せ　

い
す
み
あ
か
ね
園

　
　
　
　

☎
66

−

０
６
０
０

勝
浦
市
営
住
宅

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

農
地
を
適
正
に

　

 

管
理
し
ま
し
ょ
う
！

普
通
救
命
講
習

　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

い
す
み
あ
か
ね
園

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー

　

市
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減

を
目
的
に
、
公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
活
力
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
か
つ
う
ら
聖
苑
、
勝
浦
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
勝
浦
市
中
倉

農
村
交
流
館
お
よ
び
中
倉
ふ
れ
あ

い
農
園
の
指
定
管
理
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。

施
設
の
名
称
と
業
務
概
要

①
か
つ
う
ら
聖
苑

火
葬
業
務
お
よ
び
火
葬
場
の
施

設
・
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す

る
業
務

②
勝
浦
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達

成
、
使
用
の
許
可
お
よ
び
施
設
・

設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

③
勝
浦
市
中
倉
農
村
交
流
館
お
よ

　

び
中
倉
ふ
れ
あ
い
農
園

交
流
施
設
の
管
理
運
営
お
よ
び

使
用
の
許
可
な
ど

募
集
要
項
の
配
布
場
所

　

各
担
当
課
窓
口
（
下
表
参
照
）

申
請
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈭

 

（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

指
定
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
の
５ 

　

年
間

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ

　

表
の
各
問
合
せ
先
へ
直
接
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

『
指
定
管
理
者
』を
募
集

か
つ
う
ら
聖
苑
な
ど
３
施
設

施設名 所在地 問合せ先

かつうら聖苑 勝浦市松部
１１６番地１

生活環境課生活環境係 
☎７３－６６３９

勝浦市保健福祉センター 勝浦市串浜
１１９１番地の１

福祉課保護係
☎７３－６６２１

勝浦市中倉農村交流館
および中倉ふれあい農園

勝浦市中倉
８２０番地・８２１番地

農林水産課農林係
☎７３－６６３５

Ａ
指
定
席
５
，５
０
０
円
（
完
売
）
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日
時　

８
月
８
日
㈫
～
13
日
㈰

　
　
　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

※
実
演
は
11
日
㈷
12
時
か
ら

場
所　

千
葉
県
立
美
術
館

内
容

①
書
道
を
愛
好
す
る
人
々
が
「
育
」

を
テ
ー
マ
に
自
分
の
思
い
を
文
字

に
し
た
作
品
展

②
席
書
き
・
実
演
「
筆
と
音
符
の
コ

ラ
ボ
」

③
幼
児
、
小
・
中
学
生
、
高
校
、
大

学
生
、
一
般
の
方
な
ど

問
合
せ

　

な
の
花
書
道
会
事
務
局
（
金
子
）

 

☎
０
９
０

−

３
６
９
５

−

０
６
５
８

　

「
郷
土
へ
の
思
い
」
や
「
ふ
る
さ

と
の
思
い
出
（
体
験
）
」
な
ど
に
つ

い
て
作
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
題

名
は
自
由
で
す
。

対
象　

千
葉
県
内
に
居
住
・
通
学
す

る
小
中
学
生

応
募
締
切

　

12
月
１
日
㈮
（
消
印
有
効
）

作
文　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

枚
～
５
枚
（
題
名
・
学
校
名
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
な
ど
を
明
記
）

応
募
方
法　

原
則
学
校
へ
提
出

 

（
在
学
す
る
学
校
を
通
じ
て
の
応

募
が
で
き
な
い
場
合
、
次
の
問
い

合
わ
せ
先
へ
送
付
か
持
参
）

問
合
せ

　

千
葉
県
総
合
企
画
部
政
策
企
画
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
４
４
７

　

エ
ビ
は
食

用
と
し
て
も

な
じ
み
の
あ

る
生
き
も
の

で
、
房
総
半

島
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
種
類

の
エ
ビ
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の

展
示
で
は
、
エ
ビ
と
い
う
身
近
な
生

き
も
の
を
通
し
て
、
千
葉
県
の
豊
か

な
自
然
や
そ
こ
に
暮
ら
す
甲
殻
類
の

多
様
性
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

７
月
22
日
㈯
～
９
月
３
日
㈰

※
月
曜
休
館
、
８
月
は
無
休

問
合
せ　

県
立
中
央
博
物
館
分
館

　

海
の
博
物
館

　

☎
76

−

１
１
３
３

　

千
葉
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に

対
す
る
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、

県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方

実
施
期
間

　

平
成
30
年
２
月
28
日
㈬
ま
で

申
込
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
（
必
着
）

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

　

「
未
来
の
ご
み
箱
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
在
学
の
小
学
生

応
募
規
格　

８
つ
切
り
画
用
紙
。

　

ひ
と
り
一
作
品
。

募
集
期
限　

９
月
20
日
㈬
（
必
着
）

問
合
せ　

夏
休
み
エ
コ
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
運
営
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
８
１
０

　

環
境
省
で
は
、
毎
年
、
近
隣
騒
音

防
止
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
や
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
近

隣
騒
音
防
止
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
カ
レ

ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
、
何
点
で
も
可

応
募
締
切

　

10
月
13
日
㈮
（
消
印
有
効
）

デ
ザ
イ
ン　

日
常
生
活
の
中
で
生
じ

る
様
々
な
音
に
つ
い
て
、
互
い
に

気
を
配
り
、
気
持
ち
よ
く
生
活
で

き
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
を
呼

び
か
け
る
デ
ザ
イ
ン

規
格
な
ど

・
用
紙
は
必
ず
縦
長
の
も
の
で
、
作

品
中
に
文
字
は
入
れ
な
い

・
作
品
１
点
に
つ
き
１
枚
（
複
数
枚

で
１
点
の
作
品
は
無
効
）

・
郵
送
す
る
際
、
作
品
は
折
り
曲
げ

な
い
こ
と

注
意
事
項

・
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

る
・
他
の
作
品
の
模
倣
や
類
似
、
著
作

権
の
侵
害
に
な
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
使
用
、
用
紙
や
文

字
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も

第
14
回「
な
の
花
書
道
展
」

地
域
の
誇
り

　
　

 

表
現
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
29
年
度
原
爆
被
爆
二
世

健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

第
12
回
「
夏
休
み
エ
コ
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

平
成
29
年
度
近
隣
騒
音
防
止

ポ
ス
タ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
募
集

海
の
博
物
館

平
成
29
年
度
収
蔵
資
料
展

夏
休
み
海
の
学
び
ス
ペ
シ
ャ
ル

『
エ
ビ
ざ
ん
ま
い
』

の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
お
よ
び
、
被
爆
者
で
あ
る

親
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

被
爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
書
い

て
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
　

受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
検
査
の
種
類
に

よ
っ
て
は
一
部
自
己
負
担
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指

　

導
課
被
爆
者
援
護
班

　

〒
２
６
０

−

８
６
６
７

 

（
住
所
地
省
略
可
）

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−
２
３
４
９

の
、
近
隣
騒
音
の
趣
旨
と
合
わ
な

い
建
設
作
業
の
音
、
航
空
機
騒

音
、
鉄
道
騒
音
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

は
無
効
と
な
り
ま
す

・
応
募
作
品
は
環
境
省
に
帰
属
し
、

作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん

・
採
用
作
品
は
、
使
用
の
際
に
環
境

省
で
一
部
修
正
や
補
作
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

応
募
方
法　

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
応
募
票
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
作
品
の
裏
に
貼
り
（
複
数
点

応
募
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
応
募
票
を
貼
付
）
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.env.go.jp/press/

　

104154.htm
l

作
品
送
付
先
・
問
合
せ

　

環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
大
気
生

活
環
境
室
「
近
隣
騒
音
防
止
ポ
ス

タ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
デ
ザ
イ
ン
募

集
」
事
務
局

　

〒
１
０
０

−

８
９
７
５　

東
京
都

千
代
田
区
霞
ヶ
関
１

−

２

−

２

　

☎
03

−

５
５
２
１

−

８
２
９
９

 

（
９
時
30
分
～
18
時
15
分
（
土
日

祝
日
除
く
）
）

　
　

oto@
env.go.jp

カノコイセエビ
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テ
ー
マ
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
」

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
情
と
課

題
を
踏
ま
え
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
運
営
を
模
擬
的

に
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

 

（
キ
ュ
ス
テ
）
１
階
大
会
議
室

※
現
地
集
合
と
な
り
ま
す

講
師　

勝
浦
市
総
務
課
消
防
防
災
係

　

神
戸
哲
也　

係
長

定
員　

30
名

 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

参
加
費　

無
料

※
第
３
回
は
11
月
21
日
㈫
に
視
察
研

修
の
予
定
で
す

申
込
・
問
合
せ

　

勝
浦
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
73

−

６
１
０
１

試
験
日
（
第
１
次
）　

９
月
17
日
㈰

受
付
期
限　

８
月
10
日
㈭
ま
で

受
検
資
格
（
男
女
共
通
）

▽
警
察
官
Ａ　

昭
和
59
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
を
卒
業
ま
た
は
平
成
30
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

▽
警
察
官
Ｂ　

昭
和
62
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
警
察
官
Ａ
の
学
歴
に
該

当
し
な
い
方

問
合
せ　

勝
浦
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　

☎
73

−

０
１
１
０

　
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
を
、我
々

と
一
緒
に
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

人
事
院
で
は
、
30
歳
以
上
の
社
会

人
経
験
者
を
対
象
と
し
た
「
国
税
庁

経
験
者
採
用
試
験
（
国
税
調
査
官

級
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
試
験

国
税
庁
経
験
者
採
用
試

験
（
国
税
調
査
官
級
）
の

お
知
ら
せ

の
概
要
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
採
用
後
は
、
税
務
大
学
校

に
お
い
て
約
３
か
月
の
研
修
を
受
け

た
後
、
各
国
税
局
（
国
税
事
務
所
）

管
内
の
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税

調
査
官
ま
た
は
国
税
徴
収
官
に
任
用

さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
東

京
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試
験

係
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

試
験
概
要　

平
成
29
年
度
の
試
験
概

要
に
つ
い
て
は
、
７
月
頃
に
官
報

公
告
お
よ
び
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
と
な
る
予
定
で
す
。

参
考
（
平
成
28
年
度
の
実
施
状
況
）

▽
最
終
合
格
者
数

　

２
２
３
名（
全
国
）

▽
受
験
資
格　

平
成
28
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
大
学
等
を
卒
業
し
た
日

ま
た
は
大
学
院
の
課
程
な
ど
を
修
了

し
た
日
の
う
ち
最
も
古
い
日
か
ら
起

算
し
て
８
年
を
経
過
し
た
者

▽
試
験
日
程

　

①
受
験
申
込
受
付
期
間

　
　

８
月
中
旬

　

②
試
験
実
施
期
間

　
　

９
月
～
12
月

　

③
最
終
合
格
発
表　

12
月
下
旬

▽
求
め
る
人
材

①
公
務
に
対
す
る
強
い
関
心
と
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
働
く
熱

意
を
有
す
る
者

②
課
題
を
解
決
で
き
る
論
理
的
な

思
考
力
、
判
断
力
お
よ
び
表
現

第
２
回『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
』
開
催
（
全
３
回
）

平
成
29
年
度
第
２
回

千
葉
県
警
察
官
採
用
試
験

第１日曜日 ８月　６日

8：30～12：30第３日曜日 ８月２０日

第１日曜日 ９月　３日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

刑法犯認知件数【少ない順】〔5 月〕　

５月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 66 +12 件
２ いすみ市 86 ー28 件

３ 南房総市 106 +49 件
大網白里市 106 ー43 件

ご み 処理状況〔５月〕　(   ) 内は前年同月比
■ ４ 月 分 処 理 量 ：  696.542t（7.32% 増）
平成２９年度累計：1,371.173t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

590.920t（8.41% 増）
105.622t（1.59% 増）

市民のうごき〔６月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１８，２７５
９，２１７
９，０５８

人（４９減）
人（２３減）
人（２６減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３２
５６

４
１９

７
３
０

人
人
人
人
人
人
人

■世帯 ８，８７９（１９減）

交通事故件数〔６月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

消防署の出動〔６月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１件（１）
■救急：　７０件

交通事故　３７件　
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

５件
０人
６人

３２件

インフォメーションガーデン

力
を
有
す
る
者

③
大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業
、
官

公
庁
な
ど
に
お
い
て
正
社
員
・

正
職
員
と
し
て
従
事
し
た
職
務

経
験
が
平
成
28
年
７
月
１
日
現

在
で
通
算
８
年
以
上
と
な
る
者

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
職
務
経

験
を
通
じ
て
体
得
し
た
効
率
的

か
つ
機
動
的
な
業
務
遂
行
の
手

法
そ
の
他
の
知
識
お
よ
び
能
力

を
有
す
る
も
の

④
採
用
後
の
研
修
ま
た
は
職
務
経

験
を
通
じ
て
そ
の
知
識
お
よ
び

能
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
資

質
を
有
す
る
者

⑤
特
に
次
の
職
務
経
験
な
ど
を
有

す
る
者

・
法
人
な
ど
の
財
務
、
経
理
ま
た

は
税
務
に
関
す
る
事
務

・
金
融
機
関
な
ど
に
お
け
る
貸
付

け
ま
た
は
資
金
運
用
な
ど
に
関

す
る
職
務

・
税
理
士
・
公
認
会
計
士
な
ど
の

業
務
の
補
助
の
職
務

・
官
公
署
に
お
け
る
国
税
ま
た
は

地
方
税
に
関
す
る
事
務

・
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
や
英
語
検
定

１
級
な
ど
、
電
子
商
取
引
や
国

際
取
引
の
税
務
調
査
に
お
い
て

有
用
な
資
格
な
ど

・
法
人
な
ど
に
お
け
る
営
業
等
、

対
人
折
衝
を
必
要
と
す
る
職
務

問
合
せ　

東
京
国
税
局
総
務
部
人
事

第
二
課
試
験
係

　

☎
03

−

３
５
４
２

−

２
１
１
１
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職
種
に
つ
い
て
も
、
一
般
性
格
診
断
検

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ

た
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

申
込
書
の
配
布

　

７
月
５
日
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

筒
に
宛
先
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
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４
７
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時
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さ
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さ
い
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円

筒
に
宛
先
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
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同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
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試
験
日　

９
月
17
日
㈰

会　

場　

勝
浦
市
役
所

※
教
養
お
よ
び
専
門
試
験
を
実
施
し
な
い

職
種
に
つ
い
て
も
、
一
般
性
格
診
断
検

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ

た
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
24
日
㈪
～
８
月
７
日
㈪
ま
で

　
（
土
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
受
付
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
７
日
㈪
消
印
有
効

申
込
書
の
配
布　

　

７
月
５
日
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封

筒
に
宛
先
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

総
務
課
職
員
係

　

〒
２
９
９
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５
２
９
２

　

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１
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＊上記のほかに、全職種において一般性格診断検査を行います。

職　種 受　験　資　格 試 験 内 容 採用予定人員

一般行政職
（上　級）

昭和５７年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者で、
学歴を問わない。
※平成８年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく大学
   （短期大学を除く）を卒業したもの。
　（平成３０年３月までに卒業見込みのものを含む）

教養（択一式）
および

専門（択一式）
若干名

一般行政職
（初　級）

平成８年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者で、
学歴を問わない。

教養（択一式）
および

作　　文
若干名

保　健　師 昭和５７年４月２日以降に生まれた者で、資格を有するものまたは
平成３０年春季までに資格取得見込みのもの。 作　　文 若干名
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※写真はイメージで
す

※写真はイメージです

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
８
月
４
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 
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ジョン・バーニンガム  作
出版社：評論社

総野小学校　６年
栗原　春香 

　わたしの夢は、看護師になることです。わた
しのお母さんは看護師をしています。病気になっ
てしまった人や、けがをしている人に優しく接
しているお母さんを見て、看護師になりたいと
思いました。看護師の仕事は、大変な事もある
と思います。それでもわたしは、病気やけがで
困っている人を助けたいです。
　自分の夢をかなえるために、たくさん勉強し
たり、病気やけがで困っている人に優しく声を
かけたりしていきたいです。そして、病気やけ
がで困っている人が、少しでも笑顔になれるよ
うにしたいです。

「みんなを
助けたい」

　子供の頃、「これと
これ、どっちがいい？」
という遊びをしたこと
はありませんか？“私
もこういう遊びをした

ことがある！”と、懐かしく思い、この本を手に
取りました。子どもの頃も身近なことからどんど
ん想像が膨らんでいったけれど、この本はそれ以
上、本当にとんでもないものを選ばなくてはいけ
ません。ぜひみんなで悩んでみてください。そし
て最後は納得。楽しい絵本です。

○さがしてみよう！マークのえほん
○うさぎのラジオ　　　　 ○なぜ？の図鑑
○サンゴの海　　　　　　 ○夜明けまで眠らない
○のはらのせんたくやさん ○夏への扉

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

総野小学校　６年

大野　貴弘

　ぼくの夢は、漫画家になることです。なぜ、漫

画家になりたいかというと、ぼくはマンガを読む

と自然と笑顔になります。元気がない時でも、好

きなマンガを読むと、マンガから元気をもらうこ

とができます。楽しい話やおもしろい話、少し怖

い話。その話にあった絵が、ぼくをワクワクさせ

てくれます。

　ぼくは、絵をかくことも大好きです。これから

も、いろいろな絵をかいて夢に近づきたいです。

楽しい話と絵でみんなを笑顔にできる漫画家にな

れるように頑張りたいと思います。

「楽しいマンガで
みんなを笑顔に」

『ねえ、
どれが　いい？』

太陽のほほえみ

　お子さん（市内在住で未就学児）の氏名（ふりが
な）・性別・生年月日・短いコメントと両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、画像と一緒にご応募くださ
い。写真の場合は返却いたします。

　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人のラブ
ラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふりがな）
と短いコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、ご応
募ください。写真の場合は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係　☎73ー6657

広報の裏面に掲載する写真を募集しています

アイドル
大募集！！

新婚さん
大募集！！
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